
 

 

 

平成 28 年度 土木学会全国大会  

研究討論会 研－２４資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフラ維持管理・更新におけるイノベーションの

創造と地方インフラのマネジメント 
 

 

日  時  平成２８年９月９日（金）13:00～15:00 

       場  所  東北大学川内北キャンパス  

教  室  C 棟 C200 室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセットマネジメントシステム実装のための実践研究委員会／

土木学会技術推進機構 



 

 

 

平成 28 年度 土木学会全国大会 研究討論会 

「インフラ維持管理・更新におけるイノベーションの創造と地方インフラのマネジメント」 

プログラム 

 

 

趣旨説明 

内閣府主導のもと，戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）が平成 26 年度よりスタートし

た．土木分野における採択課題である「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」では，先進

的かつイノベーティブな技術の開発・社会実装に加えて，地方自治体の維持管理の課題解決にも取

り組んでいる．本研究討論会では，岐阜大学や長崎大学などの各地で取り組みが始まっている，地

方大学を核とした市町村インフラの維持管理の展開について，人材教育，法制度，先進技術の導入

などといった多角的な視点から議論する． 

 

座   長   藤野陽三・横浜国立大学 上席特別教授 

司   会   前川宏一・東京大学 教授 

田中泰司・東京大学生産技術研究所 特任准教授 

話題提供者   岡田有策・慶応大学 教授  

六郷恵哲・岐阜大学 特任教授 

松田浩 ・長崎大学 教授 

岩城一郎・日本大学 教授 

神田昌幸・（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 

施設整備調整局長 

 

プログラム 

１．主題説明（座長） 

２．話題提供（各パネリスト） 

３．パネルディスカッションの視点説明（司会） 

４．パネルディスカッション 

共通課題と解決策 

ヒト（人材育成の仕組み，産学官連携・地域間連携，地方拠点の設立） 

モノ（先端技術の開発と実装，低コスト・簡易な汎用技術の標準化と展開促進， 

新規構造物の高耐久化）， 

カネ（受発注システムの多角化，LCM 導入などインフラマネジメント事業におけ 

るパラダイムシフトの推進） 

 

地方インフラマネジメント推進 

SIP，インフラメンテナンス国民会議，公共施設維持管理計画等，現行各施策の推

進と今後の継続的取組みの必要性， 

 

５．総括（座長） 

 

以 上 
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インフラ維持管理に対する岐阜大学の取組
岐阜大学 六郷恵哲

＜話の内容＞
ＭＥ養成講座
 ＳＩＰ技術の実装
維持管理への要望
課題と取組と対策

＜大学の授業や課程＞
維持管理工学（H11～）
ＭＥ対象の大学院修士

プログラム（H29～）

, 13人

, 56人

ＭＥ(ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ｴｷｽﾊﾟｰﾄ)の構成

合計
３０９ 名

Ｈ２８土木学会全国大会 研究討論会 （仙台，9月9日）

インフラ維持管理・更新におけるイノベーションの
創造と地方インフラのマネジメント

ＭＥ養成講座 （H20～）

 ４週間： 毎日受講，２０～３０名の受講者
集中講座： ８０コマ （１コマ９０分，１日4コマ，２０日間）
有料： 平成２８年度より ２５万円

全国から著名な専門家を講師に招聘
・アセットマネジメント基礎科目（座学）
・社会基盤設計実務（演習主体）
・点検・施工・維持管理実習（フィールド実習）

国土交通省の技術者資格に登録（６区分，Ｈ２８.２～）
・橋梁（鋼橋） 点検 ・橋梁（鋼橋） 診断
・橋梁（ｺﾝｸﾘｰﾄ橋）点検 ・橋梁（ｺﾝｸﾘｰﾄ橋）診断
・トンネル 点検 ・トンネル 診断

 「ＭＥの会」の会員間のネットワークが充実
2



ＳＩＰ技術のＭＥネットワークによる実装
追加公募に応募／研究責任者： 六郷

• メンテナンスアドバイザー組織によるＳＩＰ技術の棚卸八嶋

• ＳＩＰ技術のフィールド試験，比較試験，適用の支援沢田

• 地域のひとに優しい技術の在り方に関する調査研究國枝

• 新技術を社会実装しやすくするための調査研究六郷

• 活動成果の公表によるＳＩＰ技術の水平展開木下

岐阜大学インフラ
マネジメント技術研究

センター（H20～）

岐阜社会基盤研究所
で産官学による共同研

究開発（H14～）

メンテナンス
エキスパート（ＭＥ）
養成講座（H20～）

ＭＥを活用した点検･
修繕業務委託工事

（H26～）

橋梁データベースを
活用したアセット

マネジメント（H22）

岐阜大学を中心とする産官学の連携3

道路インフラ
• いつまでも安心安全

• 渋滞や規制が少ない

• 速くて快適

維持管理技術
• 確実（高精度）

• 高価でない

• コンスタントな
仕事を生む

• 自分達で扱える

• 新しく面白い

利用者

• 地域の住民

• 産業界

• 観光客

発注者/管理者

建設業者

開発者/研究者

維持管理に対する要望の例 （道路ｲﾝﾌﾗの場合）

4

発注者/管理者

建設業者
• 経営者

• 活力ある維持
管理技術者

開発者/研究者



新技術実装の課題

発注者／
管理者

新技術

開発者／
研究者

建設業者
経営者
技術者

新技術が
使われにくい理由の例

 発注の公平性確保
 点検等の運用ルール
 コストパフォーマンス
 トラブル発生時の責任
 現場ニーズの把握
 技術の精度保証
 長期技術サポート
 新技術への習熟度
 技術者の減少
 利点が分かりにくい

5

取組の例

国交省等： 示方書，省令，
技術提案，ＮＥＴＩＳ，...

学協会： 技術評価，基準や
指針，委員会，...

大学等： 性能評価試験，...

開発企業： 広報，技術協会，
大学と共同研究，...

ＮＥＸＣＯ等： 要領，仕様書...

ひと： 利害の調整，...

その他： 保険，大臣認定，...

新技術実装の課題と取組

新技術が
使われにくい理由の例

 発注の公平性確保
 点検等の運用ルール
 コストパフォーマンス
 トラブル発生時の責任
 現場ニーズの把握
 技術の精度保証
 長期技術サポート
 新技術への習熟度
 技術者の減少
 利点が分かりにくい

新技術実装の取組と対策

6

対策の例

新技術が必要となるよう
に行政が指示
例：５年に１回、近接目視

新技術の導入を促進
関係者の仕事が続き，安

全確実になるように配慮
各種の評価で，実用研究

か，基礎研究かを明確に
新技術を導入した関係者

へのインセンティブ強化
新技術実装の意義と方

法の明確化と共有



インフラ長寿命化センター

道路、河川、港湾、電気、ガス、水道等のインフラ構造物の
長寿命化に関する研究を行うとともに、地方自治体等への技
術支援・協働活動ならびに学生の教育支援を行う。
また、インフラ構造物の長寿命化の研究拠点を形成する。

平成28年度 土木学会全国大会 研究討論会 (H28.9.9)

道守によるSIP技術の社会実装
長崎大学大学院工学研究科

インフラ長寿命化センター長 松田 浩

ミッション

インフラ維持管理・更新におけるイノベーションの創造と地方インフラのマネジメント

長崎大水害

雲仙普賢岳噴火災害

軍艦島

旧野首教会

メンテナンスの現況

○国道、高速道路等十分管理されているインフラで重大事故が多発

 地方自治体はどうするのか！ 老朽化 → メンテナンス欠如による人災

 老朽化災害の発生を加速させる理由

① 効果的・効率的な検査法がない

② 高度な知識と経験豊富な維持管理技術者が不足

③ 各自治体の予算不足

○文化・産業遺構の保全 軍艦島RC建造物／キリスト教会群

・文化的価値、産業遺産

・材料科学史の観点から貴重な地域の財産

・世界に類例のないRC構造の劣化状態の把握

○自然災害 長崎大水害（1982）、 雲仙普賢岳噴火災害(1991)

・火山・地震災害や台風・ゲリラ豪雨等の気象災害

→交通ネットワークの寸断やインフラ構造物の損傷

・事前の防災・減災と事後の迅速な対処行動

→ システム構築と運用確立が課題

・雲仙普賢岳の溶岩ドームの崩落の監視

○離島・半島部が多い環境

・年々人口が減少し、それに伴い建設会社・建設技術者も減少

・インフラの点検・補修を効率的に行うためには、最新技術が必要

インフラ長寿命化センターの必要性・緊急性



手術部門
補強・補修法

炭素・新素材

遠隔診断部門
遠隔・自動診断ロボット

自己生成カルテ

臨床医の育成
県内インフラ維持管理
技術者（道守）の研修

医療保険システム

維持管理経費

アセットマネジメント

維持管理コストの削減

アンチエイジング技術

橋梁、道路、トンネル、
港湾、河川、砂防

インフラ大学総合病院

最先端インフラ長寿命化
技術の拠点形成

インフラ維持管理技術
のデファクトスタンダード

長崎大学工学研究科

インフラ長寿命化センター

構造物の診断技術＝医療の診断技術 研究開発 と 人材育成

3

世界に先駆けた
次世代インフラの

整備

［目的］ 次世代インフラ技術と防災強化の教育研究拠点の形成

劣化・加齢・腐食の解
明と検査法の確立

病理部門

保険・衛生部門
塩分摂取

風土病対策

・国土交通省建設技術開発研究助成
2008-2009  「光学的非接触全視野計測法によるコンクリート構造物のマルチスケー

ル診断法の開発」
2014-2015  「光学的計測法を用いた効率的・低コストな新しい橋梁点検手法の開発」

・軍艦島３Dプロジェクト
・公共施設等総合管理基本計画 （諫早市（総務省））

・「道パト」共同研究 （富士通）

（１）道守の養成(平成20年度～)
長崎市や新上五島町インフラ研修・技術相談/工業高校生へのインフラ研修

（２）国際展開
JICA研修（ラオス国土木技術者研修/アジア・アフリカ橋梁維持管理研修)

（３）広域連携への取り組み
中核的人材育成事業（５大学コンソーシアム）

（４）道守の公共工事への活用と将来展望

人材育成

研究開発

インフラ長寿命化センターの活動
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研究開発小項目 研究項目 研究細目 SIP課題

（１）橋梁

(a)橋梁点検
技術

1） デジタルカメラによるたわみ計測法
2） デジタル画像相関法を用いた橋梁点検法
3） 既設PC桁の現有応力測定法
4） 熱源を利用した鋼材疲労き裂検知法の開発

11，44，45，
47，48，50，
51

(b)維持管理
システム

1) 3D外観劣化情報取得
2) リアルタイムセンシング・遠隔モニタリング
3) 中小スパン橋梁のモニタリング

24，25，33，
41，42，43，
52，55

(c)コンクリート構造物の維持管理 34, 38, 59

（２）トンネル・道
路斜面

(a)覆工コンクリート健全度評価手法 9，49

(b)斜面地安定性評価のための屋外モニタリング 26，27

（３）道路舗装 ICT等を用い
た新しい道路
舗装維持管
理システム

1） 道路舗装維持管理フレームワークの開発と構築
2） 行政区分単独型スキームの構築
3） 行政区分横断型スキームの構築
4） 健全度評価技術の精度向上

5，15，16，
17，18，39，
40

（４）道路全体 (a)実装するための戦略的マネジメント 57

(b)橋梁の耐震補強 52

ＳＩＰにおける研究開発の内容及び目標

（１）点検・モニタリング・診断技術の研究開発（1~34）
（２）構造材料・劣化機構・補修・補強技術の研究開発（35~38）
（３）情報・通信技術の研究開発（39~43）

（４）ロボット技術の研究開発（44~56）
（５）アセットマネジメント技術の研究開発（57~60）

【様式
１】

   

 

 

 

 

 

 

道守カリキュラム評価委員会 

運 営 委 員 会

審 査 委 員 会

S I P 評 価 委 員 会 ( 仮 ) 

既
設 

新
設 

下部組織等

主な業務

１ 道守の認定に関すること

２ 人材育成や活用の基本事項に関すること

３ 事業計画に関すること

運営協議会

長崎県
建設技術研究センター

（NERC）

S I P 技 術 委 員 会（ 仮 ）

持続性がある実装の推進母体

平成20年～

道守養成ユニット運営協議会の構成



特定道守

(コンクリート・鋼)

道守補

道守補助員

道路全体の維持管理ができる人
高度な技術開発ができる人

点検計画立案、
健全度診断ができる人

点検作業ができる人

近隣に住み、
構造物の異常に気付ける人

認定者

41人

219人

297人

12人 道守

技術者

市民

スーパー道守
実装した研究開発成果を実務に活用できる道守

学習ユニット積み上げ方式の道守の構成

点検・診断
※特定道守は各コース

の点検・診断

点検

国土交通省登録資格

実施主体 開始年 事業名 対象資格

長崎県建設技
術研究センター

2014
制限付一般競争入札
長崎県市町橋梁定期点検業務委託

担当技術者：道守補以上
管理技術者：特定道守以上

国土交通省 2015
簡易公募型競争入札方式
総合評価落札方式等(橋梁・トンネル・横断
歩道橋点検業務)（加点）

担当技術者：道守補以上

長崎市 2015
制限付一般競争入札
長崎市橋梁定期点検業務委託

担当技術者：道守補以上

長崎県 2016
総合評価落札方式(簡易型、特別簡易型)
橋梁上部工(工事)（加点）

配置予定技術者：特定道守
以上

長崎県
2016
(試行)

制限付一般競争入札
橋梁補修調査設計業務委託

管理技術者・照査技術者：
特定道守以上

長崎市
2016
(試行)

制限付一般競争入札、橋梁補修設計業務
委託、橋梁等の設計業務委託

配置予定技術者：特定道守
以上

長崎市
2016
(試行)

制限付一般競争入札
橋梁補修工事、橋梁等改良工事

配置予定技術者：特定道守
以上

実装した場合の活用の場が確保されつつある

道守認定者の技術者としての活用の一覧



(一社)長崎県建設業協会
(一社)長崎県測量設計

コンサルタンツ協会スーパー道守の養成、
技術講習会

長崎県

実証現場の提供、
歩掛・仕様書の作成等

大 学

NERC

橋梁点検車の
高度利用化

長崎版NETISの作成

国土交通省九州地方整備局、
同九州技術事務所 等

技術相談、
NETISへの登録支援

スーパー道守養成への協力
研究開発成果の実装

大 学

研究開発

長崎県

試行現場の提供

NERC

試行調査
（品質・出来高、

経済性、施工性等）

SIP技術委員会

事後評価
アドバイス

要 改 善

実 証 可

協力連携

(一社)九州・橋梁構造工学研究会
（KABSE）

九州・山口地区の研究者のネット
ワークによる研究の推進・アドバ
イス、
道守養成講座の九州地区での開催
の検討、
SIP成果の九州内での活用

連携内容、認証、標準化、出口戦略

研究開発課題：インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発

熊本大学

連携予定の自治体

長崎大学と九州・山口の

(1)-(a)光学的計測法による橋梁点検技術

(１)橋梁のアセット
マネジメント

研究開発グループ

研究責任者:長崎大学 松田浩

九州共立大学

山口大学

宮崎大学

九州大学

(1)-(b) 山口栄輝

佐賀大学

宮崎大学

大分高専

鹿児島大学

九州大学

九州工業大学

宮崎大学

自治体名：長崎県
対応部署：土木部道路維持課／(公財)長崎県建設技術研究センター(NERC)
連携予定内容：実証(試行）現場の提供、道守の活用、橋梁点検車の高度利用化

大学等の研究者が分担

長崎大学

奥松俊博・佐々木謙二

才本明秀・勝田順一

(1)-(b)３D維持管理システム

中村聖三・西川貴文

松田浩

佐々木謙二

(1)-(c)コンクリート構造物の

(２)トンネル・道路斜面
のアセットマネジメント

ICT等を用いた新しい道路舗装維持管理

蒋宇静・大嶺聖・杉本知史

九州・山口他大学

九州・山口他大学

(2)-(b)斜面地安定性評価のための屋外

石塚洋一・藤本孝文

藤島友之・杉本知史

(３)道路舗装のアセット
マネジメント

(2)-(a)覆工コンクリート健全度評価

西川貴文

(４)道路全体のアセット
マネジメント

(4)-(a)実装するための戦略的マネジメント

高橋和雄・松田浩

(4)-(b)橋梁の耐震補強

松田浩

佐賀大学 (1)-(a) 伊藤幸広

三田勝也

(1)-(b) 日野伸一

園田佳巨

(1)-(c) 武若耕司

山口明伸

合田寛基

李春鶴

(1)-(b) 森田千尋

(1)-(c) 日比野誠

モニタリング

劣化環境定量的評価

システム

(1)-(a) 森田千尋

(1)-(a) 麻生稔彦

(1)-(b) 伊藤幸広

三田勝也

(1)-(c) 一宮一夫

(1)-(c) 濵田秀則

(1)-(c) 李春鶴

(4)-(b) 山尾敏孝

松田泰治

(4)-(a) 牧角龍憲

大分高専

(3) 一宮一夫

宮崎大学

(3) 森田千尋

(3) 佐藤研一

福岡大学

鹿児島大学

(2)-(b) 山口明伸

鹿児島大学

(2)-(a) 武若耕司

して研究

九州工業大学



ふくしま発
社会インフラの長寿命化を目指して

～小さな歯車を回すために～

2016年9月9日

日本大学工学部

岩城一郎
1

土木学会全国大会（仙台）
研究討論会

自治体で管理している橋の現状

•膨大な橋梁数
•技術力・財政力不足
•橋梁のデータ不明

•膨大な患者数
•医師・医療費不足
•カルテ不明

高度な医療を受けられな
い自治体の橋梁にとって
予防医療こそが最善策

2

地域住民の輪番制による

• 排水溝の清掃

• 堆積土砂の撤去

• 防護柵の塗装

• 美化（植栽）

→橋の歯磨きプロジェクト

その他にも

• 橋の異常を感じた際の役場へ
の通報システム（橋の119番）

• 橋の名付け親プロジェクト

橋に対する無関心を
関心，そして愛着へ！！



ふくしまインフラ長寿命化研究会

3

第4回 橋守ワークショップ in 南会津



ふくしま橋守育成プログラムの概要
• 応用コース：（一財）日本構造物診断

技術協会との連携による資格取得を
目指した研修（ミドルアップ）

• 基本コース：地域における橋梁点検技
術の底上げを図る研修（ボトムアップ）

• 定員：各40名

• 参加費：応用コース13,000円，基本コ
ース3,000円

• 日程

- 応用コース：2016年5月20日-21日

- 基本コース：2016年6月10日-11日

• 場所：日本大学工学部および郡山市
管理大黒橋

応用コースのプログラム

初日（座学：構造物診断士
試験用テキスト使用，講師
は（一財）日本構造物診断
技術協会メンバー）

• 開会挨拶

• 基本編

• コンクリート構造物編

• 鋼構造物編

• 共通編

• 資料編

2日目（現場実習＆グルー
プ討議，講師は研究会メン
バー）

• ガイダンス

• 実橋点検（コンクリート橋
&鋼橋，リフト車使用）

• とりまとめ

• グループ討議

• 発表



出典：大月市消防本部

高度経済成長期に
建てられた社会インフラの老
朽化が浮彫りに！

さらに道路橋管理者の
約７割は各市町村。社
会インフラの維持管理
に投資できる予算の確
保が課題

年月 内容

2012．12 笹子トンネル天井板落下事故

2013．2 道路に関する総点検実施

2013．11 インフラ長寿命化計画の策定

2014．6 道路橋定期点検要領

・５年に１回の頻度で近接目視点検を義務化。

・定期点検に加え、日常的な施設の状態の把握をする。

笹子トンネル以降の国土交通省の動き

橋梁点検チェックシート作成の背景

7

住民のための橋梁点検チェックシート

8



チェックシートの配布・回収
平田村文化祭におけるチェックシートの配布 チェックシートの回収状況とコメント

9

チェックシートの電子化
スマートフォンで簡易橋梁点検が実施できる。

緊急通報が簡単に行える。
スマホさえあれば簡単にできる。
位置情報や写真も同時に送れる。

みんなで守る。橋のメンテナンスネット HP開設
http://bridge-maintenance.net/

2012年から今までの一連の取り組みをまとめた。
点検結果をまとめた橋マップの公開・橋梁点検

チェックシートのダウンロード等。

宮城県黒川高校環境技術科
課題研究地域貢献パート

宮城県大和町が管理する46橋をシートver.3を用いて点検。
「橋マップ・たいわ」を作成予定

今年度の取り組み



関心

関心

責任

責任

インフラ
への要望

情報発信
（説明技法）

専門家：大学，学会

市民

地元の建設業

自治体（県，市町村）

地域の
連携・融合

マスコミ
マスコミの利活用

信頼関係

信頼関係

技術の高度
化・体系化

愛着

地域の橋はみんなで守る！

11

全国ｲﾝﾌﾗ長寿命化ﾈｯﾄﾜｰｸ構想

• 仙台（東日本），岐
阜・名古屋（中日本），
長崎（西日本）を拠点
とした大きな歯車と，
札幌，八戸，郡山，東
京，横浜，長岡，大阪，
香川，山口等の小さ
な歯車を組み合わせ
た有機的なネットワー
クを形成

• 垂直型（トップダウン）
から，水平型・分散型・
双方向型へ

• 地域の好例を全国へ
• 情報と人の交流

12
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1

持続可能な社会資本の実現に向けた
富山市の取組み

（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会
施設整備調整局長 ／ 元富山市副市長

神田 昌幸

～現実を直視したリアリズム的アプローチの実践～

富山湾

旧大山町

八尾町

旧山田村

旧細入村

旧富山市

旧大沢野町

旧婦中町 富山駅上空からみた市街地
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富山市の概要
 富山市は、平成17年4月に旧富山市のほか周辺６町村が合併
 人口は約42万人、面積は県庁所在都市で2番目の広さ1,242k㎡
 合併により、市道延長は約1.6倍、橋梁数は約1.5倍、都市公園面積は

約1.2倍、下水道延長は約1.3倍になるなど、社会資本ストックが増加

市町村合併（H17.4）による
社会資本ストックの増加の状況

富山市

人口 32万人⇒42万人（1.3倍）
面積 209k㎡⇒1,242k㎡（5.9倍）



富山市のまちづくりの基本方針

～公共交通を軸とするコンパクトなまちづくり～
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①洪水、土砂災害
・1858年の「安政の大地震」

②人口減少及び高齢化
・２０１０年の４２万２千人をピークに減少
・高齢化率は２６％超、３０年後には約３８％

③社会資本インフラの老朽化
・高度経済成長期に築造した社会資本が急速に老朽化、
維持管理の負担が増大

-4-

ロックフェラー財団「１００のレジリエント･シティ」に日本で初めて選定

 自然災害や犯罪、テロなど各都市が直面する様々なショックやストレスに
耐え、回復する強靭な都市を目指すレジリエント・シティを選定

都市レジリエンスサミット ローディン会長
（中央）、ランゾウ稲田政策参与（右）

成熟型都市の課題は近い将来、世界の都市が直面する課題

「持続可能な都市」
（自然災害のリスク低減、公共交通の活性化、社会資本の老朽化対策、地域
医療・介護予防の充実など）

富山市が直面する危機 ～自然災害、成熟型都市の課題～
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コンパクトシティの実現に向けた社会資本整備のあり方

 これまでの人口増加を背景とした社会資本のあり方を「持続可能性」
及び「選択と集中」の観点から見直し、新設整備を極力抑制すると
ともに、既存ストックの適正な維持管理・更新を重点的に推進

 「地域一律」の考え方による社会資本サービスから、地区特性や社会
資本ストックの状況等に応じた社会資本サービスへ転換

人口増加を背景とした

社会資本整備

社会資本ストックの整備・蓄積
 人口増加、市街地の拡大に伴う道

路・公園・上下水道等の社会資本整

備を推進

社会資本ストックの維持管理・更新
 新設整備を抑制
 重大なリスクの発生を回避するため、

適切な維持管理・更新を推進

コンパクトシティ政策による持続可能な都市経営の実現

「地域一律」の社会資本サービスの提供
 市域全体で一律の社会資本整備、サー

ビスを提供

「地区毎」の社会資本サービスの提供
 地区特性やストックの状況に応じた

社会資本サービスを提供する地区概

念の導入

選択と集中

人口減少・超高齢化、厳しい財

政制約に対応する社会資本整備
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社会資本ストック（道路）の状況

 富山市道の延長は、H17年度の市町村合併後、H23年度まで約91km増加
している。これは、市内の国道総延長の約66％に相当

種別毎の道路延長推移（富山市内）

国道延長 ： 8号、41号、359号、415号、471号、472号の富山市内延長
県道延長 ： 主要地方道、一般県道の富山市内延長
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富山市の管理する道路橋の状況

 富山市の管理する橋梁数は2,20４橋、橋長15ｍ未満の小規模橋梁が9割、橋
長15ｍ以上の重要橋梁は１割

 ２０年後には、重要橋梁224橋のうち、６割以上が架橋後５０年を経過

市が管理する橋梁延長別構成比（市全域） 重要橋梁（224橋）の高齢化の状況
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富山市の管理する道路橋の状況

 富山市の橋梁は、その多くが昭和３0年代から５０年代に架橋
 耐震基準や設計荷重の改定により、橋梁への要求性能が変化

１３ｔ、９ｔ 設計荷重 ２０ｔ、１４ｔ ２５ｔ

富山市の重要橋梁の架設年次と累計

S46耐震基準の見直し H8S55 H14 H24S31
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自治体における橋梁の維持管理体制等の現状

維持管理体制
 富山市では、約2千橋の維持管理・更新を3人の職員で行い、さらに規模の小さ

い都市では、専任の職員がいない状況であった

 地方の自治体では、橋梁の適切な維持管理に必要な専門的な知識と経験を有する
職員が、ほぼいない状況

維持管理に必要な橋梁台帳
 橋梁の設計図書の保存年限は、過去には5年としていたため、既に廃棄されて

いるものが多く、詳細な台帳も整備されていない状況

 富山市では、土木学会の協力を得て、専門家による橋梁点検の精度確認調査を
実施し、維持管理上重要な点検や台帳整備のあり方についての指摘を受け、平
成25年9月に補正予算で必要な予算を計上し、橋梁台帳の整備に着手

富山市と県、近隣町村の管理橋梁数と担当職員数の比較（Ｈ２３当時）

※県は市町村と事務内容が単純比較できないため職員数は除外
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社会資本の老朽化等に伴う組織的・人的課題への対応

 持続可能な社会資本整備の実現に向け、
建設政策を担当する「建設政策課」を新設

 橋梁の老朽化に対応するため、県内では初めて、
維持管理担当課に「橋りょう係」を新設

（旧）
道路課
道路維持課
河川港湾課

（新）
建設政策課
道路河川整備課
道路河川管理課

組織の改編（平成２４年４月）

指導官の配置（平成２４年４月）

建設技術管理監の配置(平成２６年４月）

 熟練職員の技術を伝承するため、再任用制度により「指導官」を配置し、若
手職員に維持管理に必要な技術や、問題解決方法などを助言・指導

 全国初の取組みとして、民間等から、
橋梁に関して高度な技術と豊富な経験
を有する技術者を「建設技術管理監」
として採用

身分：特定任期付職員(常勤の一般職）

資格要件：技術士（鋼構造及びコンクリート）

任期：3年間（延長可）

（新設 橋りょう係）

橋りょう保全対策室の新設(平成28年４月）
 建設政策課計画係と道路河川管理課橋りょう係を統合・改編し、橋りょう

保全対策室（計画係、保全係）を新設（９人体制）
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持続可能な社会資本整備に向けた主な取組み

インフラマネジメント計画の策定とその推進
 人口減少下における、持続可能な社会資本のあり方について、有識者を交えた

「検討懇談会」を設置し検討を開始（平成24年度～）

 橋梁の長寿命化計画（小規模橋梁）、公園施設の長寿命化計画を策定

 事前予防型の維持管理へと転換を進め、ライフサイクルコストを低減する
とともに、老朽化対策予算の確保

市道認定のあり方の見直し
 将来の維持管理費の増加につながる市道の増加を大幅に抑制するため、開発道

路の帰属基準を厳格化することなど、市道認定のあり方を見直す

富山市橋りょうマネジメント基本方針＆基本計画の策定(平成28年3月）

富山市橋梁マネジメント基本方針
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限られた資源においても
実行力の有る橋梁マネジメントを実現

新たなしくみの導入により
業務の高度化・効率化を推進

選択と集中による
メリハリのある橋梁マネジメントの実施

１７の施策 ⇒ 試行、効果確認
より高度化へ
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富山市橋梁マネジメント基本計画による役割分担と施策
主体 役割 施 策 例

富山市 ・業務執行と監理
・業務改善
・長期的マネジメント

施策⑨効率的補修工事の発注方法の検討

※施策の是正、マネジメント計画の見直し

専門技術者
学識経験者

・診断支援
・技術支援

施策①橋梁技術ｺﾝｿｰｼｱﾑの設置
⑥診断支援体制

民間業者 ・点検・設計・工事の実施

・新技術等の開発・導入提
案

※技術力に応じた役割分担
※地元育成

施策②技術力に応じた発注
③点検方法の工夫による精度向上
④小規模橋梁の点検の効率化
⑩設計・施行簡略化のための標準化
⑭新技術導入の仕組み

市民等 ・日常的情報提供
・橋梁マネジメントへの理解

施策⑯小規模橋梁への市民参加型日常
管理（市民の興味）

・維持管理は、“現実“である。評論家や机上論は必要ない。
信念と覚悟を持って、経験と実績を積み重ねる必要が有る。

国立研究開発法人
土木研究所

・地方公共団体の管理水準
に応じた維持管理技術の
高度化・効率化手法の提案

富山市

・道路橋の適切な維持管理

・モニタリング技術の現地実証
試験

・調査・研究成果の蓄積と普及

・道路橋の管理技術の向上

・モニタリング技術の積極
的な活用

①道路橋の点検・調査方法及び
維持管理、補修技術に関する
情報の共有

②モニタリング技術による計測
結果の分析・活用・共有

協力協定

調査フィールド等の提供

ノウハウ提供・技術指導

地方公共団体における道路橋の維持管理業務を高度化・効率化
する手法の確立

橋梁の維持管理に関する研究協力協定
<富山市建設局資料>平成２８年６月
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